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研究成果の概要（和文）： 

教員は，教育のほか，研究，論文執筆，地域・国際貢献及び校務等の業務もあるので，従来
の方法では対処不可能な状態になってきた．教育や校務の情報化（ICT 活用）は，業務の軽減
と効率化に繋がり，教育の質の改善が期待される．近年，大学教育において「単位の実質化」
が重要視されてきている．単位の実質化の実現は，ICT を十分に活用した教育（e ラーニング）
を用いなければ困難と思われる．そこで本研究では，大学間で教材共有化を実現することによ
り，FD/SD を目的として利用する教員を増やし，全学的な教育改善や卒業生の質の保証につな
がる，より高い学習効果の得られる e ラーニングの実践を試みた． 

佐賀大学の２つのキャンパス（本庄，鍋島）間に LMS（学習管理システム） を稼動させ，
さらに「大学コンソーシアム佐賀」に所属する大学をあわせた６つのキャンパス間で，LMS を
利用して e ラーニング教材の共有化の実証実験を行った．LMS にはオープンソースの Moodle
を利用した．Moodle は全国の多くの大学で利用されており，本研究で得られた成果をいずれ全
国の大学で活かすことができる． 

e ラーニング教材は，佐賀大学eラーニングスタジオで開発した．教材は，中学レベル・高校
レベルの教材も制作した．リメディアル教育や初年次教育等で長期的に使用することを目的とし
て一度に多量のコンテンツを制作することを試みた．さらに，「大学コンソーシアム佐賀」にお
ける大学間連携の環境を使って，eラーニングを活性化させることを試みた． 
質の高い教材を共有化すれば，これまでにeラーニングが実施できなかった大学においても，

対面授業にeラーニングを併用することができる．eラーニング教材を対面講義等の補習・補完教
育に用いれば，より高い教育改善が得られる．LMSの学習履歴等を整理してデータ化すれば，
学習カルテ（eポートフォリオ）の基礎データとすることもできる．このことはFD効果をもたら
し，全学的な教育改善や大学卒業時の学生の質の保証を実現することに繋がると期待される． 
 
研究成果の概要（英文）： 

University faculties are overwhelmed by their busy duties of research, regional contribution, 
paperwork, and so on as well as education. Digitization, or utilization of information 
communication technologies (ICT) of education will make them more efficient, and it is expected 
to improve the education quality. Recently, substantive requirements for credits are being more and 
more emphasized in higher education in Japan. If education (e-learning) that ICT is applied in 
enough would be conducted, substantive requirements for credits may be realized. In this study, the 
practice of e-learning to be provided of a higher learning effect was tried. The learning materials 
communization between universities increases teachers using for FD/SD, and it will be connected 
in education improvement of the whole university and a guarantee of the quality of the graduate. 

LMS (Learning Management System) of the open source was operated between two 
campuses (Honjo, Nabeshima) of Saga University, and furthermore the universities which belonged 
to ”University Consortium Saga” were put together, and LMS was used between six campuses. And 
a proof examination of the communization of the e-learning materials was performed. Moodle was 
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used for LMS. Moodle is used at many universities of the whole country. Therefore the result (the 
know-how) provided in this study can be used sometime soon at universities of the whole country. 

The e-learning materials were developed in the e-learning Studio of our university. It was 
produced the materials of a junior high school level / the high school level. The method that a large 
quantity of contents would be produced at a time was tried for the purpose using them to remedial 
education and the first annual education in the long term. 

If the high quality materials can be communalized, in the university which wasn't able to 
carry out e-learning by today, a conventional meeting lecture may be improved to the high quality 
education by using e-learning together. If the e-learning materials are used as supplementary 
lessons such as meeting lectures, higher learning effect and education improvement are provided. If 
the data such as learning histories saved in LMS are arranged, it can be sentenced to the basic data 
of the learning patient's record (an e-portfolio). This brings an FD effect, and it will be expected 
that the education improvement of the whole university is connected to in realizing a guarantee of 
the quality of the graduate student. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 1,800,000 540,000 2,340,000 
２０１０年度 1,100,000 330,000 1,430,000 
２０１１年度 700,000 210,000 910,000 

年度    
  年度    

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 
 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・教育工学 
キーワード：ｅ－ラーニング 
 
１．研究開始当初の背景 

LMS （学習管理システム）上で e ラーニ
ング教材を利用した授業を実施すれば，学生
の学習進捗状況や e ラーニング教材の利用
状況が記録される．これらの記録を分析する
ことにより，授業の在り方を見直し，FD/SD
に役立てることも可能である．この可能性か
ら，ここ数年，多くの大学で e ラーニングの
導入がはじまった．しかし，各教員が独自の
e ラーニング教材を自作するには時間とスキ
ルが不足している場合が多く，教員自らが e 
ラーニング教材を制作することは教員の研
究や授業を含めた学生への指導の時間を減
少させ，却って学生の質の低下を招きかねな
い．また，大学間で教材利用できる LMS も
なかったこともあり，大学間での教材の共有
化はほとんど行われていない．それゆえ，教
員が自分の講義内容に適した教材を探して
も見つけることが困難な状態にある．仮に見
つかったとしても，他大学の教員が制作した
教材を，単位の取得できる講義として，また
は講義の一部として，自由に利用できるレベ
ルまで整理・編集されたものはほとんどない．
さらに使用許諾を得るなどの著作権に関す
る処理なども，幅広い利用の障害にもなって

いる． 
国や各大学においては，e ラーニングはす

でに普及・確立したと感じられている面もみ
られるが，実際には今が e ラーニング実践の
実験が終了した段階であり，複数の大学が連
携することで，「費用対効果や教育改善を含
めた評価を行える e ラーニングはこれから
始まる」という認識を持つことは，我が国の
教育改革を遂行する上で非常に重要なこと
である． 
 
２．研究の目的 
複数の大学間を結び，e ラーニング教材の

共有を図るシステムを開発する．具体的なモ
デルとして，学内に数台の Moodle サーバを
稼動させる．それらのサーバ間で，e ラーニ
ング教材の共有を実現できるシステムの開
発と実証実験を行う．仮想教室となる LMS
として，オープンソースの Moodle を利用す
る．Moodle は，全国の多くの大学で利用され
ており，本研究で得られた成果を全国の大学
で活かすことができる．e ラーニングは未だ
発展途上にあり，各大学の教材は大学の環境
に合わせて開発されているのが現状で，共有
化を図りたくても簡単にはできない．そこで，



教材を共有するために，教材の部品化および
その構成の標準化をおこなっておくべきで
ある．評価システムを構築して，学習効果の
高い教材及び講義の標準化を進める．これに
より，より高い学習効果や改善効果の得られ
る e ラーニング教材へと進化させることが
可能である．さらに，e ラーニング教材の共
有化を実現することで，FD/SD を目的として
利用する教員が増え，全学的な教育改善や大
学卒業時の学生の質の保証を実現する．  
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では，全国の大学，また地球規模

で e ラーニングシステムや教材の共有化
を図る．LMS（学習管理システム）として，
オープンソースの Moodle を利用する．
Moodle は，全国の多くの大学で利用され
ており，本研究で得られた成果を全国の大
学で活用できる． 

(2) Moodle 上で授業を設計すると，教材は
Moodle ファイル環境にアップロードする．
Moodle サーバから，教材を教材収納専用
のサーバ（教材サーバ）に格納し，教材サ
ーバに複数の Moodle サーバから参照でき
るようにもする． 

(3) 学習進捗状況を知ることのできる，履歴
のデータベースの一定期間の整理圧縮に
よる高速化を行う． 

(4) 具体的なモデル構築を行う．佐賀大学本
庄キャンパス内に 2 台のサーバにて
Moodle を稼動させるが，異なるドメイン
配下で構築する．それらのサーバ間で，e 
ラーニング教材の共有を図るシステムの
開発，ならびに教材共有の実証実験を行う． 

(5) 教材共有化のためには，教材が相互に利
用できるものでなければならない．アプリ
ーションとしては Flash 相当とし，
SCORM2004 に準拠することを基本にして
検討する． 

(6) e ラーニングの実践には，先ず LMS が必
要であり，さらに授業に必要な教材が必要
である．e ラーニングが本格的に利用され
るためには，e ラーニングを利用方法のモ
デルの構築が重要であるので，本研究では，
教材の共有化を積極的に進める． 

(7) Flash 教材が自動的に作成できるシステ
ムを構築する．問題文，図，表，写真，動
画・音声，解答，ヒント（解説）文，ヒン
ト図表等を入力すれば， Flash 教材を生成
し，出力してくれるシステムを構築する．  

(8) モデルコースを開発する．そこで，入学
前教育及び初年次教育として利用できる，
数学，英語，国語，社会，物理，化学等の
基礎科目として利用できる科目のモデル
コースを開発する． 

 
４．研究成果 

(1) 本研究では，LMS として Moodle を使用
した．各大学における学習履歴が記録され
る LMS と SCORM2004 対応の教材を異な
るサーバに分離することで，教材のみの共
有を実現する方法を確立した． 

(2) LMS を活用するにあたり，教員の熱意は
大きな意味を持つ．教職員が学生の受講状
況を確認し，支援する必要がある．LMS 上
で成績一覧が簡単に作成できるので，学生
の受講状況の把握も容易にでき，成績不振
な学生には注意を促したり，評価したりす
ることもできるようにした． 

(3) 学力の質の保証が求められる今，作成さ
れた教材を多くの教職員が活用し，多くの
学生の基礎学力の向上の一助になるよう
に利用推進を図るため，ｅラーニング活用
ガイドを作成し，すべての教職員に配布し
た．e ラーニング活用ガイドには，利用で
きる教材リストや教材例，活用するための
手順などを掲載している．また多くの教職
員が利用できるように， Moodle 活用のた
めのテキストも作成した． 

(4) 本研究では，リメディアル教育や初年次
教育等で長期的に使用することを目的と
して一度に多量のコンテンツを制作する
ことを試みた．まず，教材データベースを
構築して，それらを一気にコンテンツ化す
る方法である．この方法は，一旦教材デー
タベースさえ作ってしまえば，テンプレー
ト等への流し込みは自動で迅速に行える．
テンプレートと教材データは独立して作
成するため，教材データの作成・修正は，
ICT スキルが高くない人でも柔軟に対処で
きる．また，Moodle が装備している小テス
ト機能を用いた方法でも同様にコンテン
ツが一気に生成できるようにした． 

(5) 質の高い教育の実践は，学生に単位に見
合うだけの学習をさせること，すなわち
「単位の実質化」が基本である．しかしな
がら，課題をあたえて学生に自学自習させ
ようとしても，教員が綿密にチェックして
評価しなければ学生は勉強しない．e ラー
ニング教材を対面授業の補習・補完教育と
して用いれば，教員の負担を軽くして，よ
り高い学習効果や教育改善が実現可能に
なる．  

(6) 初年次における数学授業の補習授業に利
用：対面授業である『微分積分学 I』にも，
リメディアル教材を含めた e ラーニングを
利用する方法で，学生の理解度を向上させ
ることを試み始めた．対面授業の内容が理
解できなかった学生に対してのみ，リメデ
ィアル数学教材や対面授業の解説付きの
問題を解答させるようにした．『微分積分
学 I』は必修科目で，履修学生数は 39 名で
ある．１回の授業あたりの学習時間である．
eラーニングによる学習時間は約 30分に対



し，e ラーニング以外の学習時間は約倍に
なっていた． 

 (7) 入学前教育に利用：本学の理工学部では，
2012 年度の 5 学科で 45 名の推薦入学生に
対し，『数学』の入学前教育を試みた．単
元は，「いろいろな関数」，「ベクトルと行
列」，「微分」，「積分」である．問題数は 381
問である．強制では無かったので全く解答
していない学生が 7 名いたが，38 名が解答
した．全て解答した学生は 10 名であった．
また平均で約 55%の問題に解答がなされ
た． 

(8) 英語授業の補習学習に利用：「大学コンソ
ーシアム佐賀」では，英語教員のグループ
と本学の e ラーニングスタジオが協力して，
英語授業の補習学習として利用できる教
材を制作した．この教材を，大学コンソー
シアム連携大学である西九州大学の 1 年生
を対象にした科目『英語表現Ⅰ』の補習学
習用に用いた．使用した e ラーニング教材
は自学自習用の副教材であり，学生には授
業で学んだ内容を各自 e ラーニングで復習
することを徹底した．繰り返し学習できる
e ラーニングは，自律的に継続学習を行え
る基礎学力が不足している学生に適して
いることを明確にした． 

(9) 資格を取得するためには，資格試験のた
めの受験勉強をする必要がある．ただ，大
学は専門学校ではないので，単位と資格が
イコールにならない．そのため，授業では
ある程度問題解説等に触れながら，資格受
験対策のための時間や場所，方法等を提供
しなければならない．そこで活用できるの
が，空間や場所，経費等を解決できる e ラ
ーニングの利用である．2011 年度は，「環
境社会検定（エコ検定）」，「3R 検定-3R 部
門」，「3R 検定-低炭素社会部門」に対して，
LMS に検定試験コースを設定し，e ラーニ
ングによる自学自習ができるようにした．
もちろん，過去の問題を分析した多くの演
習問題集も販売されている．これらの本も
購入させ，e ラーニングと併用して試験に
臨ませた．e ラーニングを併用して受験勉
強すると合格率が非常に高くなる傾向が
あった． 

(10) 佐賀大学の留学生は様々な国から来日
しその目的も多様である．来日時の日本語
能力にもレベル差があり，留学生に対する
初期指導の重要性を痛感している．佐賀大
学に留学が決まってから実際に留学する
までの期間，学習者の学習意欲を高め，さ
らに個別の日本語の事前学習が可能な教
材があれば効果的だと考え，ｅラーニング
による日本語教材作成を試みた． 
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